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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
 
以上示したとおり、本論文は大量の再生可能エネルギー電源が設置された電力系
統における周波数と系統安定性の維持を超伝導エネルギー貯蔵装置及び超伝導限
流器によって行う方法を検討し、制御系設計の最適化手法を提案している。学術的
かつ産業応用面から極めて高い価値を有し、博士学位論文として十分であると判定
された。 
また、審査会及び公聴会において、全体に共通するベストな制御系の選択、提案
手法の独自性と優位性、超伝導デバイスの特性が結果に与える影響、慣性の低下を
不確定性に選んだ理由、マイクログリッドを対象とした理由などについて多くの質
問がなされたが、いずれも適切な回答がなされ、質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に
審査した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
